
カリキュラムマップ　A領域 教職教養領域　（令和６年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・理解 学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を
活かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤
とすることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会参画（DP4） 地域・社会の課題解決を目指した能動的行動
地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて
能動的に行動することができる。

○ ○ ○ ○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決
にあたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他
者と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達で
きるような指導計画を立案できる。

○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行った
りすることができる。

○ ○ ○ ○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○ ○ ○ ○ ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○ ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえた支援
学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援
ができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏まえた支
援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といっ
た学習環境のデザインを検討できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活か
したりするための知識を有している。

○ ○ ○ ○ ○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [ 小学校教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 ○ 〇 ○ ○

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・理
解を有している。

○ ○ ○ ○ ○ ○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤と
することができる。

○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○ ○

社会参画（DP4） 地域・社会の課題解決を目指した能動的行動
地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○ ○ 〇 ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決に
あたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ 〇 ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○ ○ ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえた
支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といった
学習環境のデザインを検討できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活かし
たりするための知識を有している。

○ ○ ○ ○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践したり
することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [ 特別支援教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 ○ ○ ○ ○ ○

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○ ○ ○ ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤と
することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決に
あたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○ ○ 〇 ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえた
支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といった
学習環境のデザインを検討できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活かし
たりするための知識を有している。

○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）

達成目標

階層4

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）



カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [ 国語科教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤
とすることができる。

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決
にあたって自らがイニシアチブをとることができる。

○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識・技能を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能
探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識・技能を有し，授業等で実践でき
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といっ
た学習環境のデザインを検討できる。

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活か
したりするための知識を有している。

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）

達成目標

階層4

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤と
することができる。

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。

社会参画（DP4） 地域・社会の課題解決を目指した能動的行動
地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決に
あたって自らがイニシアチブをとることができる。

○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識・技能を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能
探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識・技能を有し，授業等で実践でき
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえた
支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といった
学習環境のデザインを検討できる。

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活かし
たりするための知識を有している。

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）

達成目標

階層4

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）



カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [ 英語科教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 ○ 　 　 ○ 　 　

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤と
することができる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決に
あたって自らがイニシアチブをとることができる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ ○ 　

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 ○ 　 　 　

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といった
学習環境のデザインを検討できる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活か
したりするための知識を有している。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 ○ 　 　 　

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）

達成目標

階層4

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）



カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [ 社会科教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤と
することができる。

○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○ ○ ○

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○ ○ ○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決に
あたって自らがイニシアチブをとることができる。

○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といった
学習環境のデザインを検討できる。

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活かし
たりするための知識を有している。

○ ○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）

達成目標

階層4

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）



カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [ 数学科教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤
とすることができる。

○ ○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決
にあたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○ ○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といっ
た学習環境のデザインを検討できる。

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活か
したりするための知識を有している。

○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）

達成目標

階層4

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）



カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [ 理科教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

○ ○ ○ ○ ○ ○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤と
することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決に
あたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といった
学習環境のデザインを検討できる。

○ ○ ○ ○

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活か
したりするための知識を有している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）

達成目標

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）



カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [ 保健体育科教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）

ス
ポ
ー

ツ
哲
学

ス
ポ
ー

ツ
史

ス
ポ
ー

ツ
社
会
学

ス
ポ
ー

ツ
心
理
学

ス
ポ
ー

ツ
心
理
学
演
習

ス
ポ
ー

ツ
心
理
学
実
験

運
動
生
理
学

運
動
生
理
学
演
習

運
動
生
理
学
実
験

ス
ポ
ー

ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

ス
ポ
ー

ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
演
習

ス
ポ
ー

ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
実
験

ス
ポ
ー

ツ
指
導
論

テ
ニ
ス

（
理
論

）

栄
養
学

公
衆
衛
生
学

救
急
処
置
法

学
校
保
健

健
康
教
育
学
演
習

体
操
・
器
械
運
動

陸
上
競
技

ダ
ン
ス
・
か
ら
だ
ほ
ぐ
し

水
泳

柔
道

剣
道

サ

ッ
カ
ー

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

テ
ニ
ス
・
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

ス
キ
ー

野
外
活
動

テ
ニ
ス

(

応
用

)

体
操
・
ダ
ン
ス
教
材
研
究

陸
上
・
球
技
教
材
研
究

武
道
教
材
研
究

健
康
教
育
教
材
研
究

保
健
体
育
科
教
育
法
概
説
Ａ

(

体
育

)

保
健
体
育
科
教
育
法
概
説
Ｂ

(

保
健

)

保
健
体
育
科
教
育
法
臨
床

保
健
体
育
科
教
育
法
特
講

卒
業
研
究

（年）

（期）

1
後

2
後

2
前

2
前

2
後

3
前

1
後

2
前

3
後

2
前

2
後

3
後

2
前

1
後

2
後

2
前

2
前

2
後
・
3
後

3
後

1
前

1
前

1
前

1
前

2
後

２
前

2
前

1
後

2
前

3
前

3
前

1
後

3
前

3
後

3
前

2
後

3
前

3
前

2
前

2
後
・
3
後

2
後

3
後

4
通

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 ○ ○ ○ ○

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○ ○ ○ ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

○ ○ ○ ○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤
とすることができる。

○ ○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○ ○ ○ ○

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決
にあたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達で
きるような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といっ
た学習環境のデザインを検討できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活か
したりするための知識を有している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）

達成目標

階層4

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）



カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [音楽科教育専攻 ]　（令和６年度入学生用）
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4
通

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 ○

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○ ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

○ ○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤と
することができる。

○ ○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○ ○ ○

社会参画（DP4） 地域・社会の課題解決を目指した能動的行動
地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決に
あたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○ ○ ○ ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえた
支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○ ○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といった
学習環境のデザインを検討できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活かし
たりするための知識を有している。

○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践したり
することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）

達成目標

階層4

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）



カリキュラムマップ　(B領域) 主専攻領域 [音楽科教育専攻 ]　（令和８年度入学生用）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 ○

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○ ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

○ ○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤
とすることができる。

○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○ ○

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決
にあたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達で
きるような指導計画を立案できる。

○ ○ ○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○ ○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○ ○ ○ ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といっ
た学習環境のデザインを検討できる。

○ ○ ○ ○ ○

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活か
したりするための知識を有している。

○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校・社会創
造

学校理解（DP1）

探究力（DP2）

教師像・倫理（DP3）

リーダーシップ・協働性
（DP5）

達成目標

階層3階層2
ディプロマポリシー（DP）

階層1

階層4

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）
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学校教育の歴史や法律・制度に関する知識・
理解

学校教育の歴史や法律・制度に関する知識を有しつつ，それらを批判的に検討できる。 ○ ○

学校文化を相対化するための知識・理解 学校をめぐる諸課題を把握した上で，より望ましい学校のあり方を追究することができる。 ○

自律的な課題発見・問題解決
教育や専門領域における課題について，自ら進んで発見・探究し，学修成果・研究成果を活
かして新しい視点や発想で解決にあたることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続的・発展的な学習
教育や専門領域における課題について，研究会等に足を運んだり，専門的共同体に参加し
たりして継続的・発展的な学習を続けることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門職の責任に関する知識・理解
教育格差の是正やインクルーシブな教育の実現といった専門職が担う責任に関する知識・
理解を有している。

○ ○ ○

倫理観や法令等に照らした行動・実践
教師として求められる倫理観や教育実践の基盤となる法令等を照らして行動・実践の基盤と
することができる。

○ ○ ○

理想とする教師像の確立 教育を通じて公正な社会を実現できる観点から理想の教師像を確立することができる。 ○ ○ ○

社会参画（DP4）
地域・社会の課題解決を目指した能動的行
動

地域や社会の課題解決を目指した活動に継続的に参加し，よりよい社会の実現に向けて能
動的に行動することができる。

○ ○ ○ ○ ○

率先垂範の行動
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において問題解決に
あたって自らがイニシアチブをとることができる。

○ ○ ○ ○ ○

他者との協働
大学における学修・研究や体験学修・社会参加といったさまざまな場面において進んで他者
と協働できる。

○ ○ ○ ○ ○

教科内容に関する知識・技能 各教科等における基盤となる知識を有し，授業等で実践できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導方法に関する知識・技能 探究的な学習や個別化学習等の指導方法に関する知識を有し，授業等で実践できる。 ○

授業設計の知識・技能
各教科等における教材研究を基盤として，学習目標を適切に設定した上で，そこに到達でき
るような指導計画を立案できる。

○ ○

授業実践の知識・技能
指導計画を踏まえて授業を展開できたり，授業場面において学習者の指導・援助を行ったり
することができる。

○

授業評価の知識・技能 診断的評価・形成的評価・総括的評価等の評価計画を構想できる。 ○

授業の省察・改善 実践した授業について省察し，課題の改善に取り組むことができる。 ○

学習者の発達に関する知識とそれを踏まえ
た支援

学習者の発達段階や彼らがいかに学習するかに関する知識を有し，それを踏まえた支援が
できる。

○ ○ ○ ○

学習者の多様性に関する知識とそれを踏ま
えた支援

学習者の多様性に関する知識を有し，個々の学習者の対応のみならず学校や教室といった
学習環境のデザインを検討できる。

○ ○ ○ ○

教育データの利活用に関する知識
学習者の教育データを収集し，学習者のつまずきを発見したり，教材や授業の改善に活か
したりするための知識を有している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ICT活用に関する知識・技能
学習者の情報活用能力を育成したりICTの効果的な活用方法や活用場面を構想・実践した
りすることができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育実践

教科知識・技能（DP6）

授業実践（DP7）

学習者理解・支援（DP8）

ICT・データ利活用（DP9）
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